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54 肢体不自由児の算数指導

1 .研究自的

1.研究課題と目的

特別支援学校に在籍している肢体不自由児は約31000

人で、ある(文部科学省， 2012)。これら肢体不自由児の

障害は，運動領域だけでなく，視知覚， 1聴覚，言語障害

など， さまざまな障害を伴っていることが多1"，'0肢体不

自由児の教科学習では， これらの多様な障害が影響を及

ぼすため， I喧害特性に応じた指導の工夫が必要である。

楠が丘特別支援学校 (2011) は， これら障害特性を大

きく 3つに分類している(図 1) 0 1つは，動作の困難

や上JJ支操作がもたらす難しさが示されている。この難し

さは，上肢，下JJ支，体幹の保持，言語障害などのため，

教科学習に大きく影響し操作を伴う学習の難しさや取

り組みに時間を要する要因と考えられる。 2つは，感覚

や認知がもたらす難しさが示されている。特に視覚的に

情報をとらえることが難しい視覚認知機能の困難さや.

物事の全体像を把握し多くの情報を同時に処理するこ

とが難しい同時処理能力の困難さが見られている。 3つ

は経験や体験不足がもたらす難しさが指摘されている。

これは，従前から学習を難しくする原因と考えられてい

る。自分で直接行うことが難しい未経!投によるものと，

感覚や認知の特性が影響し経!険していることが身に付き

づらいことの 2つの背景があり，学習内容の活用や興味，

関心の!隔の狭さなどの要因と考えらえている。

これら障害特性に対ーする配慮事項として，特別支援学

校小学部・仁1:1学部学習指導要領(文部科学省， 2008)の

第2章各教科は，肢体不自由者である児童・生徒に対す

る教育を行う特別支援学校として，特に以下の 5点を明

示している(表 1)。

こうした肢体不自由の算数科の指導方法・指導内容に

着目した近年の研究は，肢体不自由児の[数の指導」が

ある (J111首位之介， 2006)。また実践研究では，算数の

文章題の指導事例(村主光子， 2007)，数概念における

数車線の指導事例(村主光子， 2008)，数や図表， 1~IJIラ

等の学習に難しさがある子どもに対ーする手だて(佐藤孝

f姿勢的 t

不自畠 I 

図 1 絞体不自由児の障害特性の3分類

表 1 肢体不自由である児童・生徒に対する配慮事項

(1) 体験的な活動を通して表現する意欲を高めるとともに，児

童の言語発達の程度や身体の動きの状態に応じて，考えたこ

とや感じたことを表現する力の高成に努めること。

(2) 児童の身体の動きの状態や生活経験の程度等を考慮して

指導内容を適切に精選し基礎的・基本的な事填に重点を置

くなどして指導すること。

(3) 身体の動きやコミュニケーション等に関する内容の指導に

当たっては，特に自立活動における指導との密接な関連を保

ち，学習効果を一語高めるようにすること。

(4) 児童の学習時の姿勢や認知の特性等に応じて，指導方法を

工夫すること。

(5) 児童の身体の動きや意思の表出の状態等に応じて，適切な

補助用具や補助的手段を工夫するとともに，コンビュータ等

の情報機器などを有効に活用し指導の効果を高めるように

すること。

=， 2008)， l~)診をとらえることに難しさのある子ども

に対する指導(石田周子， 2009)，見えにくさ， とらえ

にくさのある肢体不自出児に対する「長さくらべ」の指

導事例(村主光子， 2010)，手がかりを意識させ.情報

を整理下「わり算の筆算」の指導事例(1河本義治.

2010) ，視覚認知機能に ~m~ しさのある肢体不自白児の算

数・数学科の指導一規党特別支援学校の指導を取り入れ

て -(1河本義治， 2013)，視覚認知機能に難しさのある

肢体不自由児の算数・数学科の指導-祝党特別支援学校

から整理した指導方針の検証 1- (岡本義治. 2014)が

ある。このようなことから，算数・数学科での実態把握

の方法，指導方法の工夫，視覚認知機能の難しさに応じ

た手だてなと¥それぞれの障害特牲に応じた指導事例は

検討されてきている。しかし実践から障害特性の 3つ

の分類に応じて手だてを整理することは課題となってい

る。そこで本研究は， これらの先行研究を基に. JJ支体不

自13::リ13に対する算数科，の指導方法・指導内容について，

3つの障害特性から授業を考察し指導内容の工夫や手

だて・配IJ.芸:事項を実践からまとめることが詩的である。

2. 研究仮説

肢体不自由児に対ーする算数科，の指導方法・指導内容に

ついて， 3つの障害特性から授業実践を考察し指導内

容の工夫や手だて・配慮事項をまとめることで， より把

童の学びにf!1Jした手だてを提示することができる。

(文責:I時本義治)



をノートに意欲的に写したりすることができる児童が多

い。しかし学習内容の理解には偶人差が見られていた。

本実践においては，個別的な手だて，指導の工夫を講じ

ながら一斉指導を行い評価することとしたG

表lに，対象児Aの個別の指導計画における指導方針

を示した。対-象児Aは，一つ一つの知識を順番に覚える

ことは得意で、あるが，必要な'1吉報を整理して捉えたか

理解した情報を関連づけたりすることが禁止しい。また，

日常生活に関わる言葉は話すことができるが，軽度な運

動性構音障害が見られる。これらのため，本人のわかる

形でイ育報を提供し個加に説明させる機会，考える 1時間

を十分に設定する，説明の行い方を個別に評価すること

を学習環境として設定した。

対象児Aの障害特性による算数の実態からの見られる

困難を，表 2のように整理した。算数では，計算を解い

たり，単車屯に知識を覚えたりすることには意欲的に取り

組んでいる。しかし，問題が複雑であったり，情報が多

かったりすると，理解するまで、時開がかかった。また，

試行錯誤して取り組む課題は難しさが克られ，作業をや

めてしまうことが見られた。 日常生活から量!惑を捉えて

考えたり， 文章題をイメージしたりすることは難しく，

授業の公式を覚えることだけに集中することがあった。

55 2014:¥j三第50巻筑波大学問属十時がi王特別支援学校研究紀要

1I.指導事例

第5学年「直方体や立方体の体積j

対象児Aの算数料の授業時に見られた障害特性

による難しさ

表2

1 .はじめに

抜体不自由のある児童生徒の算数における学習の難し

さは，姿勢・動作の不自由，認知機能の難しさ，体験・

経験の少なさの 3つの障害特性が関係している。

十i司がj王特別支援学校 (20l3)は，算数における学習上

の困難に対して，手だて・配慮の11Uを領域ごとに挙げて

いる。「量と測定」領域の困難の特徴としては，長さや

広さなどの量感のとらえにくさ，全体と部分の関係のと

らえにくさ，形の恒常性の困難，量の見当のっけにくさ，

上肢・手指の使いにくさ，量を操作する経験の少なさが

ある。これらの国離に対して，①ポジショニングの工夫，

②情報の整理，③他感覚の活m， ④JII真序化，⑤経験操作

の環境と手Jlli;iの精選の 5つをポイントとして授業を行う

こととしている。しかしこれら手だて，配慮が3つの

障害特性の中でどう関連しているのかを整理することが

訪日選となっている。

そこで本実践では.小学校に準ずる教育課程で学んで

いる肢体不自由見を対象に，小学校5年生「量と測定J
鋲j或の ii宣プ7体や立方体の体積jについてのJ受業を行う。

その仁!こlで， i量と測定」領域での指導方法の工夫や手だ

て・配慮を踏まえた授業を試み，これらを障害特性の 3

分類の視点で整理し考察することを目的とする。

義治岡本

時間が

-問題に取り組むまでに時間がかかる

・定規や分度器の使用が難しい。また，

かかる

'斜めの線を描写することに苦手意識があり，

特に図形を描写することが難しい

-ものごとの憤報が多かったり，ノートに取る

情報が多かったりすると作業をやめてしまう

姿
勢
・
動
作
の
不
自
由

-図形や形の特徴(位置)を抽出が難しい

・形を視覚から捉えることが難しい。特に形の

恒常性が捉えづらく，長方形と正方形を間違

える

-図形や形をみる持に，自的に応じてみる場所

を変えたり，見る場所を追視したりすること

に時間がかかる

・形や物が移動すると混乱する様子がある

.図形に苦手意識がある

認
知
機
能
の
難
し
さ

2. 方法

( 1 )対象としたクラスと対象児

肢体不自由特別支援学校小学部 5年生の 1学級を対象

とした。対象となる学級には 4名(対象児A，B. C， 

D)が在籍しその児童らの疾患は 3名がj脳性まひであ

った。対象学級は，小学校に準ずる教育謀程で学習を行

っている。その中でも，障害特性から学官に課題のみら

れる男児Aを対象児とした。

本学級は，学習に対ーする意欲が高く.黒板に書かれた

発 I~:~] に積極的に子をあげて答えたり，黒板に書かれた式

対象児Aの個別の指導計酉における指導方針

-試行錯誤をすることが難しく，消極的な行動

になる

-長さなどの量感を捉えることが難しい

場教科書の文章題や量をイメージすることが難

しし1

体
験
"
経
験
の
少
な
さ それを正しい-用語・記号の名称はわかるが，

場所で用いられない

-靖報を取り入れて，説明する力を伸ばす

・1)ラックスして呼気を使い，上手に発声

する力を伸ばす

-自分なりに情報を取り入れる方法を身に

つけ，その場に応じて使うことができる

.棺手に伝わりやすい話し方を身につける

・情報量を整理したり，個別に説明をさせ

たりして，考える機会を作る

・授業や行事の発表場面で， うまく伝えら

れた話し方を具体的に評価する

表 1

基礎課題

中心課題

学習環境
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そのため，課題を整理して提示したり，個別に説明をさ

せたり守操作活動を通して考える 11寺1M]を十分に取ったり

しながら学習を進めていくことが求められた。

このような実態から，対象児Aの学習内容は，当該学

年の I~ 襟および内容を，基礎・基本を Jql さえながら指導

内容をしっかりと積みあげていく方向で進めた。

(2 )対象とした単元

対象とした授業は.小学部 5年生. I量と~HlJ 定 J 領域

の単元「産方体や立方体の体積」である。算数科学習指

導要領(文科省. 2008)では，以下のように位置づけら

れている。

第5学年 B (2)体積の単位と測定

体積について単f立と iJ!lJ定の意l~çを週刊詳し体積を計算によ

って求めることができるようにする。

ア体積の単位(立方センチメートル (cn1)，立方メート

ル(ぱ)について知ること

イ立方体及び直方体の求め方を考えること

本単元は，これまでの「量と測定」領域の学翠i司様，

単位とする大きさを選び，それを基にして立体の体積や

測定の意味を理解し体積についての量!惑を豊かにする

ことをねらいとしている。

「量と測定J領域の第 2学年「水のかさのたんい」で

は • i夜景をリットルやデシリットル， ミリリットルなど

の単位の大きさを基にして計ることを通してかさの概念

を学習してきた。また，第 4学年 f面積のはかり方と表

し方Jでは蜘間積の概念や求め方を学習してきた。 I玄11伝

領域では，直方体や立方体を第 4学年で学習してきた。

本単元は，これらの既習内容を基にして体積の単.位の 1

cmの立方体をnい、たり，単位体積が何倍あるかを計算で

求める方法を考えたりする過程を重視する。

桐がj玉特別支援学校 (20l3)の算数数学では，学習に

遅れのある児童に対して，算数・数学の「基本」を押さ

えた指導に取り組んでいる。「量と測定」領域の基本は，

「し=くつ分かで数値化する」であり，これは単位の大き

さを決めてそのいくつ分として数値化して比較する考え

方である。本単元においても「いくつ分で数値化する」

を基本として考え，立方体の体積も，面積などと向じよ

うに単位の大きさを数値化して考えることを基本のjl1I1Iと

して授業を展開する。その時. 4学年の[fI積の指導では

cniやrriから求めたことから，体積の単位としては空間を

師向なく埋め尽くす立方体 1cniや 1ぱの使用が都合良い

ことを理解できるようにする。

また，身の回りにある立体物や直方体の体積を実際に

求める活動や，実際に 1niの大きさの立方体を観察する

活動などによか体積の大きさについての量感覚が育つ

ように配慮する。例えば， 18cniとした時. 1 cmの立方体

が18個詰まっているということを意識できたり，体積の

立方体をきちんと敷き詰めた l段分の個数(縦×横)と，

その何段の個数(高さ)で表すことができることを意識

できたり. IだいたいO争ぐらいの大きさjと見当が着

けられたりができるようにする。

そのためには，作業的-体験的な算数的活動を通した

実!惑を伴った指導が求められる。

(3 )手続き

①期間

平成25年4)'=j29 1ヨ ~5 月 20[1 (計121il1) 

②単元目標

体積の単位やり!日定の意味を「し Eくつ分で数値化するJ
の考えをもとにして翌日解し体積を計算で求めることが

できるようにするとともに，体積についての量!惑を豊か

にする。学習の指導計画は句表 3に示した口

表3 単元[直方体や立方体の体構jの指導計密

時間 指導内容 主なねらい

体積の意味理解 既習の学習を基に. 2つの

2 立方センチメート パンの大きさを比べる方

3 ん (cm)の意味 j去を考える

4 体穏を計算で求め 具体物を使って車方体や

5 る 立方体の体積の求め方や

6 体積の公式の理解 公式を考える

7 護合国影の理解と 粘土を使って直方体が組

8 求め方 み合わさった接合函形の

体積を工夫して求める

9 いろいろな体積の 立方メートル (m) の意味

10 単位とかさ 容積を理解する

11 高さと体積の関係 高さと体積の関係を理解

の理解(比例) する

12 いろいろな体穣の 生活にある体積を求める

求め方

3.3つの障害特性に応じた指導内容の工夫と手だて

( 1 )姿勢動作の不自由

①具体物は，扱いやすい大きさにする

対象児Aは，姿勢・動作の不自由からJ二JJ支操作が難し

いことが想定された。本単元では作業I~I~ .体験的な算数

的活動を行うが，立方体 1cぱなととの出111かい教材を取り扱

うだけでは，苦手意識を持つことが考えられた。

そこで，取り扱う具体物は，揺りやすい大きさのもの

を用意した。例えば指導時1~\J l. 2. 3では食パン(] 

辺が16cmほど)を具体物として用いて，取り扱いやすい

具体物とした。

ただし最終的には 1cIIiのように純かい立方体を扱う

ことを計画していた。そこで，最初は 1辺 が4C111の立

方体を用いて操作活動をさせ，立方体が隙間なく埋め尽
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くすイメージを持たせることにした(写真 1)。このこ

とにより， 1 C1nの立方体を全ての単元に使わなくても，

直方体や立方体の体積のイメージを持たせることができ

た。

写真 1 1辺が4cmの立方体で‘籍の体積を澗る

②具体物の操作はチームも活用する

対象 ~Ic. A は両手を使った上肢操作が難しいことから，

I~H 11J]なく埋め尽くすことに時間がかかることが見られた。

特に， 1 cmの立方体のように小さいものを行うのは難し

いと忠われた。

そこで，操作活動の時間を 4つに分けた。それは， 1 

人で取り組む11寺1M]， 2人で取り組む1時間，全員で取り組

む1I寺IY号，教員が行って見せる時間とした。これらは，指

導内容からどの時間で行うかを設定した。例えば， 1辺

が 4cmの立方体を絡の大きさに詰めるときは，扱いやす

い大きさのため 1人で、行わせた。それに対して， 1 cmの

立方体を箱に詰める時は， 2人のチームで行わせ，協力

して取り組めるようにした(写真 2)。理解を確かめる

場合は教員が行って見せる時間とした。このように，活

動の包的に応じて操作人数を組み替えることにした。

配慮した点は，時間がかかるからと言って安易にチー

ムにするのではなく，算数的活動で思考するときは，個

別jの指導計画にあるように時間がかかっても具体物を操

作しながら考える機会を設定した。

③具体物に触る時の工夫

対象児Aを含め本学級は，算数的活動に時間がかかる

ため，できる算数的活動は限られていた。また，算数的

活動は，ただ「具体物を使って楽しかったJ，r教室の外

に出て楽しかったjとならないように配慮した。

そこで，立方体，護方体で、の算数的活動は，基準とな

る教材をFFJいるようにした(写真 3)。そのため基準と

なる教材を触ったり，扱ったりする場合は時間をかけて

イ料検させた。

教材を触るときは，自分の身体の基準を作るポジショ

ニングが大切になった。 肢体不告白児は，身体感覚の不

自a:lさが指摘されている(I丑丸秋穂・城戸宏則・雷坂浩

写真2 2人で協力して操作活動を行う時間

之， 2008)。そこで，授業の開始には，必ず f姿勢はま

っすぐですか?Jと姿勢を確認することとした。自分の

身体を意識させることで，物を í~~1 ったり動かしたりした

操作活動を意識することにつながった。

写真3 基準のイメージとなる教材を扱う

(2 )認知機能の難しき

①視覚だけでなく 他感完をたくさん使う

対象児Aは，視覚認知機能に難しさがあることから，

JI~ を視覚から捉えることに難しさがみられていた。特に，

教科書に書いてある見取り I~!から，立体物をイメージす

ることは難しく，苦手意識をもっていた。

そこで，視覚だけでなく，触覚や聴覚を使うことで，

視覚矯報を補うようにした。例えば 2つの大きさを比

べるときは， 2つの箱の大きさを十分に触らせた後で，

比較を行わせた(写真 4)。また，触覚で体験したこと

を，言葉で表現するように促し意識づけることに努めた。

②分かりやすく，情報を整理する

対象児Aは，視覚認知機能に契Itしさがあることから，

見て捉えることに難しさを抱いていた。例えば，具体物

を渡すと， どこを見てよいか，今どこの場所を示されて

いるのかが分からなくなり混乱することが見られた。
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写真4 2つの大きさの籍を十分触らせ，比べる

そこで，具体物に色を塗っておき. r今は赤色の辺を

見てごらんJのように分かりやすく整理して提示した。

また，対象児Aが説明するときは. r端っこJなどの言

葉ではなく「右の角jのように，できるだけ具体的な言

葉で説明させ，場所を意識できるようにした。

③基準を作り，その基準との対比 基準の数値化で量

惑を捉る

対象児Aは， rだいたいOcmJなどの量!惑を伴った見

当を着けることが難しかった。そこで¥立方体，直方体

の具体物色十分に触ったり，見たりしながら基準が作

れるようにした。そして，その基準を基に，大きさを予

想させたり，対比を行なわせたりして量!惑を育ませた。

また，量の大きさは可視化させることで理解させた。

例えば，立方体75cnlの大きさであれば，中に入れてある

1 CI11のブロックを全て出しその量の多さから体積を感

じられるようにした。

(3 )体験・経験の少なさ

①具体物を触ることで，イメージを作る

対象氾Aは. Iヨ常生活で、ジュースを分けたり，重いも

のを持ったりすることが少ない。そのため，具体物で量

を操作したり，考えたりする機会が課題であった。

そこで，具体物を実際に触るなかで，体積を実感させ

た。例えば，食パンを用いて、 1段分の個数(縦×横)

と，その何段の偶数(高さ)で体積を表すことを行った。

そして. 1枚の部積とその何枚(何段)で，体積が表せ

ることを考えさせた(写真 5)。

また，体積の大小を比べさせたときは，砂や水，ブロ

ックなどで計るアイデアを自由に出させた。 具体物を操

作しイメージを持ち考える機会を意思的に設定させ，

El常生活に根ざしたアイデアで考えさせるようにした。

②イメージを表現できるようにする

対象児Aは量!惑が難しく，絵からイメージを膨らませ

ることに困難を持っていたD 例えば，教科書には 1ni'の

写真5 食パンで体積のイメージを表した具体物

絵がIlまっているが，その大きさを!惑じることは難しかっ

た。

そこで. 1 mの長さのパイプをつなぎ合わせて. 1ぱ

の大きさを作り，その仁1:1に入ることを行った(写真 6)0 

また. 1 ni'の中に友だちと一緒に入ることで，その大き

さを感じさせたD このように，実際に観察したり，体験

したりする機会を持つことで， イメージを確実につかむ

ことに取り組んだ。

しかし，写真や教科書:の絵からだけでもその内容をイ

メージすることは課題であった。そこで，体j換したイメ

ージを積極的に表現させたり，実際の立方体と紙に書か

れた立方体を比較させたりすることで理解を促した。

指導Ii寺院IH2では，学校にある産方体や立方体を，実際

にiWJり計算することで体積を感じさせた。日常生活に使

っているものを実際にiWJることで.体積についての量感

を豊かにしていることが見られた。

写真6 1 mの長さのパイプを合わせて， 1m'の大きさを
作り，その中に入り大きさを確認した様子

③複合図形の理解は 実際に感じさせることから

複合図形は， これまでの課題でもあった。対ー象児Aは，

図形の合成分解が難しいことから，複合図形には苦手意

識をもっていた。



筑波大学附属栴が丘特別支援学校研究紀要 第50巻 2014年 59 

そこで，簡単な複合図形の]つを粘土で、造り，それを

分解させた。このような複合図形の問題は現在でも難し

いが，複合 l~lJ訟の意図は耳目解できたようであった。テス

トなどの問題では，今まで見られたような無回答ではな

く.時間をかけて取り組む様子が見られた。

4. 授業実践の考察

本実践では.小学校 5年生の肢体不自 Etlを対象とした

算数「直方体や立方体の体積jで実践した指導方法の工

夫や手だてを，障害特性の 3分類の視点から整理するこ

とを試みた。

ます¥姿勢動作の不自 EI]については，対象児Aの姿勢

は座位保持椅子に鹿ることで安定しているが，細かいも

のを扱う上波操作が難しいことが考えられた。特に，立

方体 1C Il1の細かい教材は ~~T手意識を持っていた。そこ

で.扱いやすい大きさの教材を活用することで算数I~内活

動を行いやすくする手だてを講じた。結果的に立方体 l

cnìは IW り i7X うことになるのだカ{箱の仁1=1 に隙 rMj なくJ:~l る

イメージを扱いやすい教材で持てたことから，体穣をイ

メージすることができた。また，立方体 1C111で、行う体識

の算数的活動は. 2人組iのチームで行いスムーズに理解

できた。この操作活動をチームで行うことは，学級のお

五山、の難しさをネmうだけではなく，それぞれが説明しあ

ったり.考えを深め合ったりすることができた。 取り扱

う教材では，基準になるような具体物を用意したことで，

立方体や直方体のイメージ作りにつながったと考えられ

た。これらのことから， JJ支体不自 Etl)1[1の動作の不自由に

対して教材や操作物を整理することは，算数的活動を充

させることになることから，対象J，lcAの課題でもある

忠考力をつけることにつながったと推察される。

これら算数的活動による情報の取り入れ方とその考え

方は. l~l 立活動の i二十i心課題とつながる。このように，姿

勢動作の不自由から考えられる謀起を自立活動の 1=1=1心課

題と関連させた活動は，個別の指導計画iに応じた有効な

指導方法であると考えられた。

次に，認知機能の長It しさについては，十J~党だけでなく

なく，自由党や聴覚を使うことで，視覚情報をネillうように

したことや，情報を整理し課題を伝わりやすくすること

が有効であったと考えられた。対象児Aの実態から，視

覚から対象物を捉えることや，量!惑を豊かに持ちながら

対象を捉えることに困難があり，そのため立体物をイメ

ージすることが難しかった。そこで，他感覚を用いて対

象をイメージしたり，情報を盤塑したりする指導の工夫

を心がけた。このようなことを通して，対象~lcA は，視

覚からでもi思想を恕角干し立方体や直方体のイメージを

持てたことが. I~ 1禁を達成させたのではないかと考えら

れた。

最後に，体験・経験の少なさについては，対象児Aは，

具体物で量を操作したり，考えたりする機会が少ないこ

とが考えられた。これは， t.:J、前から学習を難しくする要

i玉!と考えられ，体験・経験の意 l:gll~l(] な授業への取り入れ

Jjについては課題が残っていた。そこで，本実践では，

lつiヨは具体物を使って自ら考えること. 2つiヨは実際

に体験・経ih食することでイメージを持たせることを行っ

た。 Iつ自は，食パンや砂や水，ブロックなと¥触った

ことのある身近なもので考えることに取り組んだ。体験

や経験は， i具体物を使って楽しかったJとならないよ

うに，具体物を使って考えさせたり，比較させたりして，

自ら雌かめる必要性のある活動を行った。 2つ自は， 1 

mの長さのパイプをつなぎ合わせて， 1 ぱの大きさ体験

した。このように，実感を持って理解するためには，身

体を使った体験を意図的に授業に盛り込むことが必要だ

と考えられた。また，この実感的理解が，体積について

の量感を豊かにすることにつながったと考えられた。

このように障害特性の 3つの分類の視点から指導法の

工夫や手だてを取り入れることは，肢体不自由児が「量

と測定」領域での，量感のとらえにくさ，全体と部分の

関係のとらえにくさ，量の見当のっけにくさを持ちなが

らも，算数的活動を通して豊かな量!惑を獲得していくた

めに必要な方法だと考えられた。

(文責:岡本義治)
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ill. 指導事例

第 1学年「かたちづくりj
古山 貴 仁

1 .はじめに

既に述べているように，肢体不自由のある児童生徒の

算数における学習のつまずきは，姿勢・動作の不自由，

認知機能の難しさ，体験・経験の少なさの 3つの障害特

性が関係している。そして こういった障害特性は単独

で存在するのではなし複雑に関連して，つまずきの要

因となっている。

桐がj王特別支援学校 (20l3)は算数における学習上の

函難に対して，行うべき手だて・配慮の例を領域ごとに

挙げている。 1@7f~J 領域の鴎難さの特徴として，量感

のとらえにくさ，作I~の困難，位置関係のとらえにくさ，

図形の概念のイメージのもちにくさ，論理的な思考に基

づく事象の整理の留難さ等がある。これらの困難さに対

して，①ポジショニングの工夫，②情報の整理，③他感

覚のj副社④順序化，⑤経験操作の環境と手順の精選の

5つをポイントとして授業を行うこととしている。しか

しこれらの手だて・配慮が3つの障害特性の中でどう

関連しているのか，整理することが課題となっている。

そこで本実践では，小学校に準ずる教育課程で学んで

いる肢体不自由児を対象に，小学校 1年生「図形」領域

の「かたちづくり jの授業を行う。その中で，図形領域

で行うべき指導方法や手だて・配慮をふまえた授業を試

み，実践の中でこれらを 3つの障害特性に基づいて整理

し考察することを百的とした。

2. 方法

( I )対象としたクラスと対象児

肢体不自由特別支援学校小学部 l年生の I学級を対象

とした。対象となる学級は，男子 3名，女子 I名，計4

名の学習集団である。全般的に学習に対する意欲は高く，

授業では積極的に発問に答えたか課題に意欲的に取り

組んだりすることができる児童が多い。しかし学習内

容の理解には個人差が非常に大きく，全員が同じ進度で

学習をすすめていくことは難しい。本実践においては，

個別的な手だてを講じながら学習をすすめている男子 1

名を対象児Aと設定した。表 1に，対象児Aの個別の指

導計額における指導方針を示した。対象児Aは，注意が

長続きせず，気が散りやすい傾向があるため， 自分で見

通しを持って学習に取り級むことに難しさがある。また，

情報処理にも難しさがみられる。|弓じ質問をよくする，

注視している範囲が狭いといった様子が普段の授業から

見てとれる。

算数の実態としては，単純に数を数えたり，計算を解

いたりするなど，課題が理解しやすいものについては意

欲的に取り組むことができる。しかし課題の教示が少

し複雑になると，課題の理解に難しさがみられる口また，

具体物や半具体物の操作には取り組めているが，見通し

をJ守ってエ収り中丑めていないH寺には， ただ;梁{乍しているだ

けになか操作したことを学習自標に結びつけることが

難しい。そのため，課題を細分化し見通しを持たせて

学習をしていくことが必要である。

表 1 対象先Aの個別の指導計画における指導方針

・]時間の学習の流れを理解し，最後まで

取り組むの
基礎課題 u 

-身体をゆったりと休め，ボデ、ィイメージ

を高める。

-活動の手)棋を確かめながら，最後まで取

り組む経験を積み重ね 自分で克通しを持
中心課題

って活動に取り組むことができるようにな

る。

-少ない情報量で，個別的な指示や手)1頃の

提示をし，できた11寺はその場で、~~F1ïnîするo

-本人の気持ちの切り替え方に合わせて，

かかわり方を変えたり，状況を変えて接し
学習環境

r たりする0

・祷躍に気をつける。

-滑り止めや書見台を使用し，姿勢や見え

方に配慮する。

このような実態から，対象児Aの学習内容は，当該学

年の白襟および内容の基礎を，課題をキ[ll分化しながらゆ

っくり積み上げていく方向性で進めている。

(2 )対象とした単元

対象とした授業は，小学部 l年生， 1~7診領域の単元

「かたちづくり」である。小学校算数科学習指導要領

(文部科学省， 2008)では，以下のように位置づけられ

ている。

第 1学年 C I~形

( 1 )身の回りにあるものの形についての観察や構成など

の活動を通して，図形についての理解の基礎となる経験を

豊かにする。

アものの 71~を認めたり，形の特徴をとらえたりするこ

と。

本単元は，身の回りにあるものの形について取り上げ，

観察したり構成したりするなどの活動を通して，平面図

形についての基礎となる経験を豊かにすることをねらい

としている。 I可じく小学部 1年生で学習する「かたちあ

そびjの単元では，児童の身の1mりにある具体物につい

て，観察やそれらを用いた形作り，仲間分けなどの活動

を通して，立体図7j~の特徴に呂を向けさせてきた。さら
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に，立体図形を構成する面にも着目し，平面図形の特徴

にも気づかせるようにしてきた。これらの既習内容を基

にして，色板や数え棒をAいたり，格子点を直線で結ん

で作I~I したりして基本図形を構成しその基礎的な理解

を深めていく単元である。桐がj王特別支援学校 (20l3)

の算数数学科は， 1~171~領域における「基本」として「構

成要素に着目する見方jを挙げている。本単元では図形

の定義や性質について学習するわけではないが， 14ま

いのいろいたで，ましかくをつくるJ13本のほうで，

さんかくのおにぎりをつくるJなど，いろいろな7診を作

る活動を通して平面図形に親しむことで，頂点，辺，富i

などの平面図形を構成する要素を理解することへの素地

を養うことを目的とした。

(3 )手続き

①期間

平成25{ì三 3 月 11 日 ~3 丹 14fヨ(計 4 1ill)

②単元自標

身の回りにあるものの形を観察したり構成したりする

などの活動を通して，平面図形についての理解の基礎と

なる経験や感覚を豊かにすることを目標とした。学習の

指導計画は，表2に示した。

表2 本単元の指導計画

時指導内容 主なねらい

1 正方形を4つの三角形に切 身のlillりにあるものの形の

り取り，それらを使ってい 特徴をとらえ，色抜でいろ

ろいろな図形を作る。 いろな図形を作る。

2 4牧の色板で基本間形を構

成する。

3 怠板で作った形を基に，棒 いろいろな図形を作る活動

を並べていろいろな形を作 を通して，形を線でとらえ

る。 ることがで、きる 0

4 格子点をi直線で結んで，い

ろいろな形をかく。

3.3つの障害特性に応じた指導内容の工夫と手だて

( 1 )姿勢動作の不自由

①環境設定

対象児Aは，学習l時に虚位保持椅子とカットアウトテ

ーブルを使用し学習に向かいやすい姿勢づくりを行っ

ている。そのため，姿勢保持や上肢操作等にはほぼ支障

なく，学習活動を行うことができている。しかし，その

一方で注目すべきところに注意が向けられず，その結果

i吉動の見通しを持って坂り組めなくなるということがあ

った。そこで，学習時に書見台を活用することとした。

田丸ら (2008) は，脳性まひ児に書見合を活用すること

で，用いない場合よりも読むことができる文字数が増え，

行飛ばしヤ文字飛ばしが減ることを報告している。これ

は視線の移動が小さくなることや，追視する方向が明確

になることカf要因にあると考えられている。今回の実践

においても，害見台を活用することで，視線の移動を少

なくするようにし教科書やプリントなどの見るべき場

所に視線を向けやすいように工夫した。

②教材教呉の工夫

対象見Aは，具体物や半具体物などを操作することに

支障はないが，本実践の中で行う色板を並べる活動のi二j=l

では，並べた色板がずれてしまうことが予想される。そ

のため， 1人 1人に小さなホワイトボードを持たせ，そ

の上で磁石付きの色板を並べるようにしたD このように

することで，色板がずれずに並べたい場所に並べること

ができるように工夫した。

また，棒を並べて形を作る活動の中では，通常は算数

セットの数え棒を並べ，様々な 71~を作る活動を行うが，

これも色板と同様に，数え棒がずれてしまうことが予想

される。そこで，数え棒の代わりに， I村田洋行社の図形

構成学習セットを使用した(写真 1)。この図形構成学

習セットは，棒の両端に接続部分が付いており，容易に

棒同士を繋げることができる教材である。これを活用す

ることで，棒を繋げて図7診をイノFることができるようにし

た。

写真 1 使用した教材(図形構成学習セット)

③操作したことを共有するための ICT活用

肢体不自由のある児童生徒の教科学習の場面において

は，通常学級の授業のように前に出てきて自分の意見を

発言するということが難しい口そのため，プリントやノ

ートに書いたものや，具体物を操作した結果を自分で説

明したりする十議会が非常に少ない。そこで， タブレット

端末のカメラ?幾能とテレビモニターを使って，学級全体

で具体物を操作した結果を共有できるように工夫した。

このようにすることで，手元で具体物などを操作しなが

ら，思考した過程を)llf4序立てて説明する機会を設けるこ

とができた。
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(2 )認知機能の難しさ

①課題を明確に設定する

対象児Aは， 自分で学習の見通しを持つことが難しく，

注意が逸れやすいという実態がある。そこで，行う課題

を細分化し今何をすればよいのかを明確にすることで，

学習の見通しを持つことができるように工夫した。具体

的には，課題や作業を行う 11寺には，少ない情報量で個別

的に教示を行うようにしたり，具体物操作の時には， 自

由に 1~7T-;を作らせるのではなく 最初は完成形の図形を

示しどの図形を作ればよいのかを明確にしたりした。

①教材教具の工夫

姿勢動作の不自由でも述べたように，対象児Aは具体

物や半具体物などを操作することに支障はないが，課題

の理解や注意の持続に難しさがある。そのため，色板や

棒などを使って指定されたシルエットの形を作る，いわ

ゆるタングラムのような課題では， どこに色板を並べた

らよいかわからず 注意が逸れて遊んでしまったりする

ことが予想される。そこで，対象児Aには段階を細かく

したワークシートを用意することとしたD ここでは， 4 

枚の色板を使って形を作るという課題を行った。まずは，

作成する形の周囲の枠だけが提示されており，その中に

4枚の色板を並べて，形を完成させるワークシートを提

示した。対象児Aは，試行錯誤をしながら枠の中に色板

を入れようとするが，訪日選が難しいことがわかると諦め

てしまった。

そこで¥色板を並べる場所が4か所とも明確になって

いるものを作成し，そこに色板を置くことで形が完成す

るようにした(写真 2)。その結果，色板を並べる場所

写真2 4枚の色板を使って，教示の形を作った結果

がわかり，課題を達成させることができた。この単元の

学習内容は，最初に提示したワークシートのように，シ

ルエットのような状態でも色板が何枚敷き詰められるか

という段階まで理解が求められるが，課題を細かくする

ことで，対象児Aは課題を理解して意欲的に取り組むこ

とができ， どこまで課題が達成できているのか，指導者

側も把握しながら進めることができた。

( 3 )体験・経験の少なさ

①意図的に体験活動を入れる

この時期の児童は，就学以前から積み木や粍iなどを積

んだか並べたか比べたりする活動や，折り紙を折っ

て何かを作ったりする活動を遊びゃ日常生活のli二iで経験

する機会があり，身のITIIりにあるものの形について，あ

る程度の知識を持っていると考えられる。しかし，上肢

操作にi君主jhのある児童においては， このような経験が少

ないため， 自分の手で、触れたり，具体物を操作したりす

るなどの体験的な活動を討面的に確保することが求めら

れる。対象児Aは上肢操作には支障はないが，普通学級

の児童に比べるとこのような経験は非常に少ないことが

予想される。また， 1 :r1::/::1=.の抱の児童の仁!コにはこのよう

な経験が殆どない子もおり，体!挨活動を;意 1~IIY0 に入れて

いくことはとても重要であると考えられた。そこで，本

実践の導入の段階で，折り紙を対角線に合わせて切り取

り，そこから 4枚の三角形ができるという活動を行った

(写真 3)。この活動を自分で行うことで，正方形の折り

紙の仁iコに 4つの三角形が入っていることを実感しこの

後に使用した色板とも関連づけて考えられるよう工夫し

た。

②イメージを表現する機会を設ける

前項でも述べたように，このi時期jの児童は，様々な体

写真3 折り紙を 4つの三角形に切り分けた様子

写真4 4枚の色板を使った表現の様子①
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!践活動を就学以前に行っており，身の回りのものの形や，

それらを使って構成された形についての豊かなイメージ

を持っていると考えられる。しかし肢体不自由児にお

いては，このような経験が少ないため， イメージを持つ

ことに難しさがみられることが多い。そこで，前Jl~で切

り取ったILq角形や，色板を使って豊かに表現をする 11寺IMj

を設けた(写真3 写真 4，写真 5)。

写真5 4枚の色板を使った表現の様子②

このような時間を設けることで，たとえば写真 3では

切りとった三角形を並べて矢印に見立ててみたり，写真.

4では家を表現したり，写真 5では旗が並ぶ様子を表現

したりするなと¥様々な物や様子などを 4枚の色板で表

することができた。

4. 授業実践の考察

本実践では，肢体不 1~1133 ~Iごを対象とした算数のJ受業の

中で実施した指導方法や手だてを， I埠害特性の 3分類の

視点で整理することを試みた。

まず，姿勢動作の不自由については，今回対象とした

対象児Aは，姿勢の保持や上肢操作には支障はないが，

プリントなどにj主主;を向けることが難しかった。そこで，

書見台を活用することで，視線を向けることへの負担が

少なくするよう心がけた。結果的には注意の持続にはそ

れほど変化は克られなかったが，指導者が注目して欲し

いところに視線を向けることができた。教材教具の工夫

は，対象児Aも混乱することなく，色板や棒を使って形

をイ乍ることができた。このことから，算数の学習 iヨ標を

達成させるために必要な環境を控えることが重要である

と推察される。また，前にl11

1てきて自分の意見を発表す

ることが難しい部分を，ICT機器を使って補い，学級

~.主体で共有しながら学習を進めることができた。このよ

うな試みも，姿勢動作の不自由を取り除く有効な手段に

なりうると考えられる。

次に，認知機能の難しさについては，本実践の中にお

いては情報量を少なくすることや，課題を和!分化したこ

とが有効であったと考えられる。対象児Aの実態から，

情報量が多くなると注意が続かないことや，見通しを持

って取り組むことができないことが予想されたため，ス

モールステップで課題を行うことや，少ない情報量で個

別の教示を行うことを心がけた。このようにすることで，

対象泥Aは見通しを持って課題に取り組み，達成するこ

とができたのではないかと考えられる。

最後に，体験・経験の少なさについては，小学校算数

科学習指導要領(文部科学省， 2008)を見ると， このIII

31三領域の単元を行う上で、必要な身の1mりのものの形につ

いての知識は，就学以前までに体験した遊びなどを通し

て身についていることを前提にして考えられている。肢

体不自由児はこのような経験の少なさから，算数の学習

目標:を達成させることが難しくなることが想定される D

そのため，算数の学習を進める_l二で必要な体験を意図的

に盛り込むことが重要であることが推察される。本実践

の中では，折り紙で何かを作ったことがある児童なら生

活経験の中で理解していると忠われる，正方形の折り ~i~

は4つの三角形で構成されていることを，実際に折り紙

を対角線で折り，切り取ることで実感させることができ

た。また，形を並べて何かの形に見立てる活動を行った

ことで，身の IITlりにあるものを 31~ として置き換え，抽象

化して見る経験ができたのではないかと考えられる。こ

のような活動を多く取り入れることで，肢体不自由児が

1~IJI~に対する豊かなイメージを持って， この先の算数の

学習を進めていくためには必要ではないかと考える。

(文責:古111 貴仁)

N. まとめと課題

1.学習指導要領の配慮事項との関連

本研究では，肢体不自由児に対する算数科の指導方法

や手だてを障害特性の 3分類の視点で整理することを，

2つの実践事例の中で試みた。その結果， これらの実践

の仁1::]で整理された内容と肢体不自由である児童に対ーす

る配慮事項(文部科学省， 2008) との関連を見て取るこ

とができた。

( 1 )体験的な活動を通して表現する意欲を高めるととも

に，児童の言語発達の程度や身体の動きの状態に応じて，

考えたことや感じたことを表現する力の育成に努めること。

肢体不自1:1'=1~\己は，遊びゃ日常生活の中で身につけてい

ると考えられる学習の基礎となるような内容が，経験の

少なさから十分身についていない現状がある。そのため，

本実践のrl二iでb 体験・経験の少なさを補うために，意

図的に体験的な学習内容を取り入れながら進めてきた。

具体物を実際に触ることで 豊かなイメージを持つこと

を促したり，イメージしたことを表現したりする機会を

設けることができた。また イメージしたことを表現す

ることは，身の回りのものを拙象化して見る力を養うこ
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とにも繋がることが推察された。算数の学習のI:j=lでは，

イメージを言葉で表現するだけではなく，写真や教科書

の絵など， より抽象的なものを使って考える過程が必安

になってくる。今回の実践は，このような力をつけるこ

とにも繋がったのではないかと考えられる。

(2 )児童の身体の動きの状態や生活経験の程度等を考慮

して，指導内容を適切に精選し恭礎的・基本的な事項に

重点を置くなどして指導すること。

今回の 2つの指導事例は，対象児の実態把握に基づき，

指導目標・指導内容を設定し. 3つの障害特性に対する

手だて・配慮を講じながら進めている。 上記の配慮事項

を見ると本実践と非常に共通しているところが見て取

れる。よって，これらの内容を適切におさえた上で指導

を行うことカfできたといえる。

( 3 )身体の動きやコミュニケーション等に関する内容の

指導に当たっては，特に自立活動における指導との密接な

関連を保ち，学習効果を一層高めるようにすること。

本実践は，対象児の個別の指導計画における指導方針

から，算数の学習 iヨ襟を達成させるための手だて・配慮

を考え，指導を行っている。個別の指導計画の中で共有

されている内容に基づき.姿勢・動作の不自由にアプロ

ーチしてきたが，本実践で行ったことを， 自立活動の時

間における指導と関連させることは十分行うことができ

なかった口今後は，算数の指導の中で得られた知見を，

自立活動のi時間の指導の中にも還元しさらに対象児の

障害特性に合わせた指導を行っていくようにしていきた

し¥0

( 4)児童の学習11寺の姿勢や認知の特性等に応じて，指導

方法を工夫すること。

この配慮事項については，本実践のiやでも多くの工夫

を行っており，非常に共通している項目であると考えら

れる。本実践では，算数の授業の中で，指導内容の工夫

や手だて・配慮を行っていることを，障害特性の 3分類

の視点で整理している。その結果，我々が行っている工

夫がどの障害特性に配慮したものなのかを明確にするこ

とができた。このように工夫を整理していくことで，児

童の障害特性に応じた指導方法をさらに良いものにして

いけるのではないかと考える。

(5 )児童の身体の動きや意思の表出の状態等に応じて.

適切な補助用具や補助的手段を工夫するとともに， コンピ

ュータなどの情報機器などを有効に活用し指導の効果を

高めるようにすること。

本実践の中では，操作が難しいものや，認知機能の特

性により理解が難しいものに関しては，算数の学習目標

を達成するために支障のない範囲で，操作するものを他

のものに置き換えたか課題を変更したりしながら指導

を進めてきた。このような工夫を行うことはできていた

が， コンピュータなどの'情報機誌を活用する点について

は， トう?にlfzり定2むことができなかった。コンピュータ

を使った経!段は，実際に触れて体験するものとは異なか

どうしても視覚矯報と聴覚情報に偏ってしまい，手で触

れるということをJ疑似的に行うことは難しい。そのため，

算数の学習における体験・経験の少なさをネiIJうためには，

実際に触れることが重要であると考えられる。しかし，

今回の実践の中では，たとえば姿勢・動作の不自由に起

因する，自分の操作したことや考えたことを共有するこ

とが難しい場合に，カメラ機能を使って共有するといっ

た報告がされている。このように，体験をネiIlうための手

段としてではなく，考えたことを表現する手段としての

活用は有効であることが示唆された。

2. まとめと諜題

算数科の指導方法や手だてを.障害特性の 3分類の視

点で整理した。その結果，障害特性の 3分類に配慮した

指導を行うことは.学習指導要領の肢体不自由である児

童に対する配慮事項に基づいて指導を行うことに繋がっ

ていることがわかった。今後の課題としては，本研究の

中で得られた知見を， 出立活動の11寺IH1の指導と関連させ.

個別の指導計磁の PDCAサイク jレを繰り返していくこ

とで，再び算数の指導の仁iコへと活用していくことが挙げ

られる。今後も旭堂の障害特性を捉え，指導をすすめて

いきたい。

(文責:j司本義治・古UJ 貴仁)
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